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図1 分布域

水深400～2,700mに広
く分布し、分布の中心
は1,000～2,000mであ
る。

図2 漁獲量の推移

大臣許可水域では2015
年以降は減少傾向が続
き、2022年は4,460ト
ンであった。

知事許可水域では2007
年以降6,000トン前後で
推移しており、2022年
は5,752トンであった。

図3 資源量指標値の推移

各水域の資源量指標値として、漁獲量の大半を
占めるかご漁業の単位努力量あたり漁獲量
（CPUE）を標準化した値と漁場面積を乗じた
値を用いた。

大臣許可水域は2014年以降は大きく減少した
が、2020年以降増加に転じ、2022年は34.8万
であった。知事許可水域は2004年以降は緩や
かな増加傾向にあり、2022年は過去最高値の
前年からやや減少して48.5万であった。

ベニズワイガニは日本海、オホーツク海、銚子以北の本州太平洋沿岸に広く生息し、本系群はこのうち日本海の
本州沿岸に分布する群である。漁業の違いにより、大臣許可水域（東経134度以西の鳥取県から島根県の地先と
沖合漁場）と知事許可水域（青森県から兵庫県の各県地先）に分けられる。
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本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。
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図4 資源量水準および管理基準値案

標準化CPUEと漁場面積の積により求めた値を資
源量指標値（黒線）とし、資源量水準に基づいて
80%水準を目標管理基準値（緑線）、56%水準
を限界管理基準値（黄線）として提案する。

2022年の資源量指標値（34.8万）は50.6%水準
に相当するため、限界管理基準値案を下回る。

図5 漁獲管理規則案

資源量水準に応じて漁獲量を増減させる係数
（黒線）を決める漁獲管理規則を提案する。資
源量水準が目標管理基準値案（緑線）を上回っ
た場合は漁獲量を増やし、下回った場合は削減
する。

現状（2022年）の資源量水準（50.6%）におけ
る漁獲量を増減させる係数（赤丸）は0.85であ
る。

大臣許可水域

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

本系群で使用可能なデータは漁獲量と資源量指標値である。したがって「令和5（2023）年度 漁獲管理規則
およびABC算定の基本指針」の2系規則を適用する。本系群は2つの海域（大臣許可水域・知事許可水域）を
別に評価しているため、それぞれの海域について適用した結果を示す。

2022年の資源量水準
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図6 漁獲量の推移と2024年の算定漁獲量

直近5年間（2018～2022年）の平均漁獲量（黒丸、
4,894トン）に2022年の資源量水準から求めた漁
獲量を増減させる係数（0.85）を乗じて算出され
る2024年の算定漁獲量は4.2千トン（赤丸）とな
る。

資源量
水準

漁獲量を
増減させる係数

資源量
指標値

目標管理基準値
（目標水準）案

80.0% 1.000 449,155

限界管理基準値
（限界水準）案

56.0% 0.887 364,328

現状の値
（2022年）

50.6% 0.85 347,637

資源量指標値の推移から求めた資源量水準と目標管理基
準値案および限界管理基準値案の位置関係に基づき漁獲
量を増減させる。
2022年の資源量水準は50.6%であることから、2024
年の算定漁獲量は4.2千トンと算出される。

大臣許可水域

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

2024年の算定漁獲量5年平均漁獲量
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図7 資源量水準および管理基準値案

標準化CPUEと漁場面積の積により求めた値を資源
量指標値（黒線）とし、資源量水準に基づいて
80%水準を目標管理基準値（緑線）、56%水準を
限界管理基準値（黄線）として提案する。

2022年の資源量指標値（48.5万）は87.8%水準
に相当するため、目標管理基準値案を上回る。

図8 漁獲管理規則案

資源量水準に応じて漁獲量を増減させる係数
（黒線）を決める漁獲管理規則を提案する。資
源量水準が目標管理基準値案（緑線）を上回っ
た場合は漁獲量を増やし、下回った場合は削減
する。

現状（2022年）の資源量水準（87.8%）におけ
る漁獲量を増減させる係数（赤丸）は1.04であ
る。

知事許可水域

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

2022年の資源量水準
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図9 漁獲量の推移と2024年の算定漁獲量

直近5年間（2018～2022年）の平均漁獲量（黒丸、 
5,969トン）に2022年の資源量水準から求めた漁
獲量を増減させる係数（1.04）を乗じて算出され
る2024年の算定漁獲量は6.2千トン（赤丸）とな
る。

資源量
水準

漁獲量を
増減させる係数

資源量
指標値

目標管理基準値
（目標水準）案

80.0% 1.000 457,649

限界管理基準値
（限界水準）案

56.0% 0.887 399,641

現状の値
（2022年）

87.8% 1.04 484,673

資源量指標値の推移から求めた資源量水準と目標管理基
準値案および限界管理基準値案の位置関係に基づき漁獲
量を増減させる。
2022年の資源量水準は87.8%であることから、2024
年の算定漁獲量は6.2千トンと算出される。

知事許可水域

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

2024年の算定漁獲量5年平均漁獲量
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